
・Googleフォームのアンケート機能を活用したり、撮影した動画を見せたりして、どのようなちくちく

言葉を普段使っているかを知り、自分たちの言葉遣いの実態を振り返った。

・授業の中で、言葉遣いについてのアンケートを事前と導入で２回取ることで、自分たちに対する

の認識のずれを感じさせることができた。

・ちくちくことばを改善するために、スプレッドシートを活用して言いかえの言葉を考えさせた。

・各班の考えを入力することで、他の班の考えを共有し、他者理解が深まった。

川越市立大東東小学校(埼玉県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式Ⅰ-１

【取組内容】 第１学年における学級活動における活動～「ふわふわことばとちくちくことば」～



【取組内容】 Ｇｏｏｇｌｅマップを活用した授業～2年生活科「町たんけんをしよう」～

川越市立大東東小学校(埼玉県）

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

・Googleマップを活用し、学校周辺の施設やお店などを調べた。
・実際に町探検に行く前に、Googleマップ上で町探検することで、町探検に対する興味・関心や意欲付
けをすることができた。
・一人一人が気になる場所（３カ所）をスクリーンキャプチャし、Googleスライドに画像貼り付け、短い
文章で気になった理由をまとめた。
・スライドはいつでも他者参照することができるようにした。
・児童が情報の真意を正しく判断することが難しいので、ｗeｂサイト等にアップされている画像は使用し
ないことを伝えた。



【取組内容】 校務DX～教職員の働き方改革～

川越市立大東東小学校（埼玉県）

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

・日報や職員会議資料、起案文書等、日常の校務を極力デジタル化した。業務内容が効率的に
なり、職員の勤務時間の減少につながった。
・Googleチャットの活用で、職員間の連絡が容易になり、緊急時の対応などにも役立った。
・職員の仕事量の減少につながった。
・紙の使用量が激的に減り、消耗品費用が抑えられるなどした。

チャット→

デジタル起案→
←特別教室使用

←日報



【取組内容】 リーディングDXについての家庭への理解・協力を促すための取り組み

川越市立大東東小学校（埼玉県）

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

「よむよむGIGA通信（一部抜粋）」
家庭へ送信)

PTA家庭教育学級「ICT活用授業体験」
〇一人一台端末の活用については、家庭の協力
は不可欠であるため、家庭教育学級で、保護者
の皆様に児童になってICT活用授業を体験して
いただいた。

〇自分の子供時代にはなかった端末を活用した
授業に保護者も楽しんで参加していた。また、
毎日の持ち帰りや積極的な活用に理解を示して
くれるようになった。


